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27:11）、マルコ1回（10:49）、ルカ4回（5:1; 6:17; 18:40; 24:36）およびヨハネ5回（7:37; 
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Bde., Stuttgart: W. Kohlhammer, 1980-83, Bd. 2, 504-9（以下EWNT）; Kittel, Gerhard, 
Theological Dicitionary of the New Testament, Grand Rapids, MI: Eerdmans, 1964, rep. 
1995, vol. VII, 638-653.（以下TDNT）
10 Bauer, W., Arndt, W. F., Gingrich, F. W. and Danker, F. D., Greek-English Lexicon 
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マルコ3回（1:35; 7:24; 10:1）、ルカ3回（4:16, 38; 22:45）が見いだされる。
　マルコ1:35では、イエスが朝早くに「立って」21人里離れたところに行き祈る、
という部分である。7:24はイエスがゲネサレトを「立って」22ティルスの地方に行っ
15 マルコとマタイが全く同じ形を用いている（sta ,j）のに対し、ルカは替えている（staqei ,j）。
田川はルカの方が正しい形であり、ルカのこだわりが見られるという（田川建三『新約聖書　
訳と註　2上 ルカ福音書』、作品社、2011年、417頁）。
16 EWNT, Bd.1, 210-221; TDNT I, 368-371; BAGD, 83.
17 9:9; 12:41; 22:24; 26:62.
18 1:35; 2:14; 3:26; 5:42; 7:24; 8:31; 9:9, 10, 27, 31; 10:1, 34; 12:23, 25; 14:57, 60. なお16:9に
も一例あるが、本来の本文でないためカウントしていない。
19 1:39; 4:16, 29, 38, 39; 5:25, 28; 6:8; 8:55; 9:8, 19; 10:25; 11:7, 8, 32; 15:18, 20; 16:31; 
17:19; 18:33; 22:45, 46; 23:1; 24:7, 12, 33, 46.
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30 使4:7; 5:27; 22:30; 24:20; 25:10; 26:6. 福音書ではマタ27:11とマコ13:9、黙示録では20:12
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弟子たち（ルカ24:12, ヨハ18:16, 18, 25「ペトロ」、ヨハ20:11「マグダラのマリア」）
イエスの家族（マタ12:46 // マコ3:31、ヨハ19:25「イエスの母たち」）、群衆（マ
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45 デ ヴーィス＆アリソンはこれを編集的移行句（editorial transition）と呼んでいる（Davis, W. 
D. & Allison Jr., Dale C, Matthew, vol.3: 19-28, London: T&T Clark, 1988, 581）。ブラウン
はここにマコ13:9の影響を指摘する（Brown, Raymond E., The Death of the Messiah, Garden 
City, NY et al.: Doubleday, 1994, 735）。
46 Strack, Hermann L. & Billerbeck, Paul, Kommentar zum Neuen Testament aus Talmud 
und Midrasch, Exkurse zu Einzelnen Stellen des Neuen Testaments, 1. Teil, München: C. 
H. Beck, 1928, 167.
47 ボヴォンはこの動作を、単に歩み寄っただけではなくイエスが彼女に対してかがみこん
だことも意味するというが、そこまで読み込む必要は特にないであろう（Bovon, EKK III/1, 
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めにここで立ち上がって叫んだ、と解説している（Bernard, J. H. A Critical and Exegetical 
Commentary on the Gospel according to St. John, vol. I  （ICC）, Edinburgh: T&T Clark, 
1928, 280）。
「立つ」イエス：福音書におけるイエスの身体動作が伝えるもの 27
ている」姿として現れる。マタイ（28:950）やルカ（24:36以外）には「立つ」姿
としてのイエスはなく、ヨハネの独自性が際立っている。
4　まとめ
　以上の考察を通して明らかになることは以下の通りである。
4.1 イエスが「立つ」という記述の歴史性
　上記の検討の結果、イエスが「立つ」という動作はほとんどの例で文脈上必
ずしも必要なものではないことが分かる。それにもかかわらず「立つ」という
表現が残されていることは、伝承としてのまとまりが強かったと考えられるが、
必ずしも歴史的事実であるとは言えない。他方、ルカでは他の共観福音書にな
い部分に「立つ」という表現が用いられていること、またヨハネでは復活後に
集中して現れるという特徴があった。これらの事実から考えると、「立つ」とい
う表現は歴史的事実の反映というよりも、福音書記者が自由に改変する余地が
あったことを示している。よって、史実を反映しているか否かという点は確証
できない。しかし福音書記者による文学的意図は観察しうる。それらを以下で
説明する。
4.2 イエスが「立つ」動作＝教え・奇跡の予告
　イエスが「立つ」という描写に続いて、教えや癒し、奇跡が述べられる。こ
れはルカ福音書において顕著であった（本稿3.4）。もちろん教えや奇跡の前に、
常にイエスが「立つ」わけではなく、イエスが「立つ」ことのない教えや奇跡
も多数見られる。しかしながら、「立つ」動作は前後の文脈から独立して存在し
ているのではなく、「立つ」ことがあってからその次の事象が起こる、という順
序は存在している。では「立つ」ことで何が示唆されているのだろうか。
50 新共同訳ではイエスが「立っていて」と訳出されているが、原語は「出会って」（田川建三
訳）の意である。
前　川　　　裕28
4.3 神的存在の顕現としての「立つ」
　本稿2.2で確認したように、旧約聖書および同時代の関連文献において、今回「立
つ」意として検討した動詞 i[sthmi が天使等の神的存在の顕現を現す例がしばし
ば見出される。当時、「立つ」存在は神的存在であることを示すという一定の認
識があった。福音書においてイエスにおいて用いられる i[sthmi も、同様の流れ
の中にあると考えることができる。すなわち、イエスが「立つ」と描写することで、
イエス自身が神的存在であることを示唆している。イエスは神的存在として、
教えを語り、癒しや奇跡を行っているのである。
　この傍証として、正典福音書の成立年代から考えてみる。最古とされるマル
コでは、イエスが「立つ」動作はほとんど出てこない。続くマタイもほぼ同様
である。この両者でイエスが「立つ」と描かれないこと自体、続くルカ・ヨハ
ネが特徴的であることを示す。すなわちルカは「立つ」表現を書き加え、イエ
スが神的存在であることを強調していく傾向がみられる。より後代の成立であ
るヨハネでは、「立つ」イエスは復活後に集中することで、神的な意味で語られ
るものとなっている。このように、各福音書に見られるイエスの「立つ」は、
正典福音書の成立順序とも対応している。これは福音書を個別に検討するのみ
では得られない見解である。
　福音書におけるイエスが「立つ」動作の描写は、初期キリスト教の神学思想
の発展とも関連しているといえるだろう。
5 終わりに
　福音書におけるイエスの「立つという動作を総合的に検討した結果、この描
写はイエスに関する神学的思想の発展と関連していることが判明した。これら
はイエスが実際に「立った」か否かという史実性の有無を超えて、定型的な表
現として「座る」という描写が用いられることになっていく。
　本稿で検討したように、福音書における人物の所作の描写は、聖書解釈の上
で興味深い観点を与える題材となりうるものである。
